
院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領

寺
　
内

浩

は
　
じ
　
め
　
に

　
摂
関
期
に
は
摂
関
家
家
司
が
、
院
政
期
に
は
院
司
が
諸
国
の
受
領
に
数
多
く
任
じ
ら
れ
、
摂
関
家
や
院
に
対
し
て
種
々
の
経
済
的
奉
仕

を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
数
の
家
司
受
領
・
院
司
受
領
が
存
在
し
、
ど
の
よ
う
な
国
に
彼
ら

が
任
じ
ら
れ
て
い
た
か
を
具
体
的
に
論
じ
た
も
の
は
、
白
河
院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
及
び
院
司
受
領
の
数
の
推
移
を
検
討
し
た
玉
井

　
　
　
（
1
）

力
氏
の
研
究
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
白
河
親
政
・
院
政
期
と
鳥
羽
院
政
期
を
対
象
に
、
家

　
　
　
　
　
　
（
2
）

司
受
領
と
院
司
受
領
の
人
数
の
変
遷
を
調
べ
、
次
に
そ
れ
を
も
と
に
諸
国
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
行
い
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
国
の
受
領
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
い
た
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

表
2
は
、
華
実
か
ら
面
長
ま
で
の
摂
関
家
家
政
職
員
（
家
司
・
職
事
）
及
び
白
河
・
鳥
羽
院
院
司
（
別
当
・
判
官
代
・
主
曲
ハ
代
）
一
覧

二
］
二



二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

表
で
あ
る
表
1
を
も
と
に
、
白
河
親
政
期
か
ら
鳥
羽
院
政
期
に
お
け
る
現
任
の
家
司
受
領
と
院
司
受
領
の
人
数
を
年
毎
に
集
計
し
た
も
の

　
（
5
V

で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
よ
る
と
、
一
〇
九
〇
年
頃
ま
で
は
、
史
料
の
関
係
も
あ
っ
て
確
認
で
き
る
家
司
受
領
及
び
院
司
受
領
の
数
は
と
も
に
少
な
い

が
、
前
者
が
後
者
を
や
や
上
回
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
確
認
で
き
る
受
領
の
数
が
増
え
る
が
、
両
者
が
ほ
ぼ
同
数
の
状
態
が
続

く
。
と
こ
ろ
が
、
一
一
一
〇
年
前
頃
か
ら
は
院
司
受
領
が
さ
ら
に
増
加
し
て
毎
年
二
〇
人
前
後
を
数
え
る
の
に
対
し
、
家
司
受
領
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

数
を
減
少
さ
せ
、
毎
年
五
、
六
人
前
後
で
推
移
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
一
一
〇
年
前
頃
か
ら
家
司
受
領
と
院
司
受
領
の
数

に
顕
著
な
差
異
が
出
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

二

　
さ
て
、
一
〇
世
紀
後
半
以
降
受
領
は
私
富
を
蓄
積
し
、
そ
れ
ら
の
措
置
は
摂
関
家
・
院
な
ど
へ
の
私
的
奉
仕
や
国
家
財
政
へ
の
還
元
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

使
用
さ
れ
た
り
す
る
の
だ
が
、
「
大
国
」
「
熟
国
」
と
さ
れ
る
国
が
あ
る
一
方
で
、
「
最
下
国
」
と
さ
れ
る
国
も
あ
る
な
ど
、
任
国
に
よ
り
受

領
の
収
入
に
は
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
『
今
鏡
』
む
か
し
が
た
り
第
九
に
「
公
経
と
き
こ
え
し
手
書
き
、
八
面
に
こ
と
よ
ろ
し
き
国
の
司
に

な
り
た
ら
ば
、
寺
な
ど
も
造
ら
む
と
思
ひ
し
を
、
河
内
と
い
ふ
あ
や
し
き
国
に
な
り
た
れ
ば
、
か
ひ
な
し
、
古
寺
な
ど
を
こ
そ
は
修
理
せ

め
と
思
ひ
て
、
見
歩
き
け
る
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
寺
院
を
新
造
で
き
る
ほ
ど
の
収
入
の
あ
る
国
も
あ
れ
ば
、
「
古
寺
」
の
修
理
し
か
で
き

な
い
国
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
国
が
収
入
の
多
い
「
こ
と
よ
ろ
し
き
国
」
で
あ
り
、
ど
の
国
が
そ
う
で
な
い
「
あ
や
し
き
国
」

で
あ
る
か
だ
が
、
平
安
時
代
後
期
に
お
け
る
諸
国
の
「
格
付
け
」
に
つ
い
て
は
『
公
卿
補
任
』
の
記
載
を
用
い
た
土
田
直
鎮
氏
の
研
究
が

（
8
）

あ
る
。
し
か
し
、
土
田
氏
の
諸
国
の
「
格
付
け
」
は
あ
く
ま
で
公
卿
の
兼
国
が
い
か
な
る
国
に
集
中
し
て
い
た
か
、
公
卿
に
な
る
前
に
ど



の
よ
う
な
国
の
司
に
任
じ
ら
れ
た
か
を
も
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
氏
の
諸
国
の
「
格
付
け
」
を
そ
の
ま
ま
受
領
の
収
入
の
多
寡
の
指
標

と
す
る
こ
と
に
は
や
や
問
題
が
残
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
で
は
、
い
か
な
る
も
の
が
受
領
の
任
国
か
ら
の
収
入
の
多
さ
を
示
す
指
標
と
な
り
う
る
か
だ
が
、
こ
こ
で
は
家
司
受
領
と
院
司
受
領
の

任
国
に
注
目
し
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
摂
関
・
院
政
期
に
お
い
て
は
摂
関
家
や
院
が
家
司
・
職
事
や
序
品
を
受
領
に
任
命
し
、
彼
ら
の

任
国
か
ら
の
収
入
を
自
己
の
重
要
な
経
済
基
盤
と
し
て
い
た
の
だ
が
、
と
り
わ
け
院
政
期
に
な
る
と
莫
大
な
費
用
を
必
要
と
す
る
寺
院
の

造
営
な
ど
が
彼
ら
の
成
功
に
よ
っ
て
数
多
く
な
さ
れ
る
な
ど
、
彼
ら
の
多
く
は
比
較
的
収
入
の
多
い
国
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
家
司
受
領
・
院
司
受
領
が
収
入
の
よ
い
国
を
得
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
「
要
国
皆
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

御
得
分
」
、
「
受
領
十
五
ヶ
国
之
中
、
候
レ
直
直
輩
七
人
、
多
任
二
業
国
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
定
度
そ
う
し
た
傾
向
は
存
在
し
た
と
思
わ
れ

る
。
従
っ
て
、
彼
ら
が
よ
り
多
く
任
じ
ら
れ
て
い
た
国
ほ
ど
収
入
の
よ
い
国
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
彼
ら
の
在
任
期
間
の
長
さ
を

み
る
こ
と
に
よ
り
任
国
か
ら
の
収
入
の
多
少
を
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
白
河
親
政
期
か
ら
鳥
羽
院
政
期
豪
で
を
対
象
に
、
各
国
に
お
い
て
家
司
受
領
・
院
司
受
領
が
在
任
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
年
数
を
調
べ
た
も
の
が
表
3
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
〇
七
二
年
か
ら
一
一
五
六
年
ま
で
の
八
五
年
間
の
う
ち
七
六
年
間
を
家
司

受
領
・
院
司
受
領
が
占
め
て
い
た
伊
予
国
を
筆
頭
に
、
国
に
よ
っ
て
か
な
り
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
家
司
受
領
・
院
司
受
領
の
在
任
年

数
の
総
計
が
五
〇
年
以
上
の
国
を
A
、
四
〇
年
以
上
の
国
を
B
、
三
〇
年
以
上
の
国
を
C
、
二
〇
年
以
上
の
国
を
D
、
一
〇
年
以
上
の
国

を
E
、
一
〇
年
未
満
の
国
を
F
と
す
る
と
、
次
の
通
り
と
な
る
。

A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
予
、
土
佐

CB
伊尾摂
賀張津

遠甲近
江斐江

相美越
模濃前

武加越
蔵賀後
N　N　．L

上丹但
野波馬

若丹播
狭後立

能因美
登幡作
li　s　“

伯周野
宴防中N　　　S　　　h

出門讃
雲路岐

院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領

紀
伊

二
五



二
六

D
　
和
泉
、
参
河
、
伊
豆
、
上
総
、
越
中
、
備
前
、
備
後
、
安
芸
、
長
門
、
阿
波
、
肥
後

E
　
河
内
、
常
陸
、
信
濃
、
下
野
、
陸
奥
、
出
羽
、
佐
渡
、
筑
前
、
豊
後
、
肥
前

F
　
山
城
、
大
和
、
伊
勢
、
志
摩
、
駿
河
、
安
房
、
下
総
、
飛
騨
、
石
見
、
隠
岐
、
筑
後
、
豊
前
、
日
向
、
大
隅
、
薩
摩
、
壱
岐
、
対
馬

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
A
が
一
一
国
、
B
が
九
国
、
C
が
一
〇
国
、
D
が
一
一
国
、
E
が
一
〇
国
、
F
が
一
七
国
と
な
る
。
A
や
B
に
ラ
ン

ク
さ
れ
る
国
々
が
収
入
面
で
は
最
高
ク
ラ
ス
の
国
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
地
域
的
に
み
る
と
北
陸
、
山
陰
、
山
陽
、
南
海
道
に
そ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
国
が
多
く
、
畿
内
、
東
海
・
東
山
道
の
東
部
、
西
海
道
に
は
あ
ま
り
み
あ
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

三

　
次
に
、
当
時
の
史
料
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
国
が
「
大
国
」
「
下
国
」
な
ど
と
さ
れ
た
か
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

図
　
越
後
、
但
馬
、
加
賀
、
丹
波
の
受
領
を
歴
任
し
た
高
階
為
章
の
卒
伝
に
「
頻
任
二
大
国
一
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
息
男
直
冑
、
宗
章
、
雅

　
章
、
時
章
四
人
皆
傑
士
蔵
人
一
派
又
任
二
大
国
一
」
と
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
仲
呂
は
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
に
但
馬
守
に
な
っ
て
い
る
。

ω
　
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
八
月
に
伊
賀
と
周
防
が
相
博
さ
れ
る
が
、
『
中
右
記
』
長
治
元
年
七
月
二
〇
日
条
に
は
「
大
国
相
遺
事
」
と

　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

㈲
　
播
磨
守
藤
原
基
隆
の
申
請
し
た
奉
仕
に
つ
い
て
、
白
河
上
皇
は
「
錐
レ
云
二
大
国
勤
節
訥
猶
勝
生
肝
食
」
と
述
べ
て
い
る
。

◎⇒

@
天
永
三
年
（
一
＝
二
）
の
里
内
裏
大
炊
殿
の
造
営
方
法
に
つ
い
て
は
国
宛
か
成
功
か
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、
「
只
二
二
大
国
一
箇
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
成
功
訥
令
レ
終
二
不
日
功
訥
尤
可
レ
宜
欺
」
と
す
る
宗
忠
の
意
見
が
通
り
、
丹
波
守
忠
隆
の
重
任
功
に
よ
り
造
営
さ
れ
た
。

㈲
　
天
永
三
年
七
月
に
散
位
藤
原
顕
能
が
近
江
守
と
な
っ
た
が
、
こ
の
除
目
に
つ
い
て
宗
忠
は
「
年
少
之
上
、
兼
無
二
受
領
功
一
初
度
被
レ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
任
二
大
国
訥
満
座
以
目
、
不
レ
可
レ
出
レ
詞
欺
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

㈲
　
天
仁
元
年
正
月
の
除
目
に
つ
い
て
、
宗
忠
は
「
受
領
十
五
ケ
国
之
中
、
候
レ
院
之
輩
七
人
、
多
任
二
戸
国
こ
と
し
て
い
る
が
、
彼
ら
の

　
任
国
は
尾
張
、
駿
河
、
伊
豆
、
甲
斐
、
但
馬
、
伯
脅
、
出
雲
で
あ
る
。
な
お
、
但
馬
国
は
「
第
一
国
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

㈲
　
下
級
役
人
で
あ
り
な
が
ら
莫
大
な
財
を
有
し
た
男
が
娘
の
結
婚
相
手
に
つ
い
て
、
「
賎
ク
ト
モ
前
堂
ハ
ム
人
ヲ
コ
ソ
出
シ
入
レ
テ
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
メ
、
極
カ
ラ
ム
近
江
、
播
磨
ノ
守
ノ
子
也
ト
モ
、
前
脚
ザ
ラ
ム
人
ヲ
バ
、
我
が
御
前
達
ノ
御
当
リ
ニ
ハ
何
デ
カ
寄
セ
ム
」
と
述
べ
て
い

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
こ
の
よ
う
に
、
「
大
国
」
「
熟
国
」
な
ど
と
さ
れ
て
い
た
国
の
ほ
と
ん
ど
が
、
A
、
B
あ
る
い
は
C
ラ
ン
ク
の
国
々
で
あ
り
、
大
体
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

い
て
上
記
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
妥
当
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。

四

　
さ
て
、
表
2
に
よ
る
と
時
期
に
よ
っ
て
家
司
受
領
と
院
司
受
領
の
数
に
は
違
い
が
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
上
記
の
ラ
ン
ク
を
利
用
し
て
彼

ら
が
ど
の
よ
う
な
国
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
表
4
は
当
該
期
を
白
河
院
政
開
始
の
一
〇
八
六
年
、
堀
河
天
皇
死
去
の

一
一
〇
七
年
、
白
河
法
皇
死
去
の
一
一
二
九
年
を
画
期
と
し
て
四
期
に
分
け
、
収
入
が
特
に
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
B
ラ
ン
ク
以
上
の

国
で
の
両
者
の
在
任
年
数
の
合
計
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
①
期
に
お
い
て
は
家
司
受
領
が
や
や
優
勢
で
あ
る
が
、
②

期
に
な
る
と
空
濠
受
領
が
逆
転
し
、
③
期
以
降
は
そ
れ
ら
の
国
の
ほ
と
ん
ど
が
院
司
受
領
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

従
っ
て
表
2
と
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
①
1
②
期
に
つ
い
て
は
、
②
期
に
な
る
と
ラ
ン
ク
が
上
位
の
国
に
任
じ
ら
れ
る
院
司
受
領
が
や
や
多

く
な
る
も
の
の
、
家
司
受
領
と
院
司
受
領
は
数
の
面
で
も
任
国
の
面
で
も
さ
ほ
ど
差
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
③
期
に
入
る
と
院
司
受
領
が

院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領

一
二
七



一
二
八

増
え
る
と
と
も
に
収
入
の
多
い
国
が
彼
ら
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
独
占
さ
れ
る
の
に
対
し
、
家
司
受
領
は
人
数
が
減
る
だ
け
で
な
く
収
入
の
多
い

国
に
は
ほ
と
ん
ど
任
じ
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

的
に
も
大
き
な
格
差
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

＝
一
〇
年
前
頃
を
境
に
家
司
受
領
と
院
司
受
領
の
任
国
は
量
的
に
も
質

お
　
わ
　
り
　
に

　
白
河
親
政
期
か
ら
鳥
羽
院
政
期
を
対
象
と
し
て
、
家
司
受
領
と
院
司
受
領
に
つ
い
て
数
量
的
分
析
を
行
っ
て
き
た
が
、
人
数
や
任
国
の

面
で
当
初
は
両
者
に
さ
ほ
ど
の
相
違
は
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
院
司
受
領
が
家
司
受
領
を
圧
倒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
よ

う
に
思
う
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
こ
と
は
周
知
に
属
す
る
こ
と
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
れ
を
再
確
認
し
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

以
上
の
分
析
が
今
後
の
研
究
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

註
（
1
）
　
玉
井
力
「
受
領
巡
任
に
つ
い
て
」
（
『
海
南
史
学
』
一
九
、
一
九
八
一
年
）
。

（
2
）
　
最
初
に
家
司
受
領
と
院
司
受
領
の
定
義
を
行
っ
て
お
く
。
摂
関
家
の
家
政
機
関
は
多
く
の
職
員
か
ら
な
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
家
司
と
職
事
で
あ

　
　
り
、
家
政
職
員
で
受
領
に
任
じ
ら
れ
る
の
も
大
半
は
家
司
と
職
事
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
来
的
に
は
家
司
は
職
事
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
便
宜
上
以
下
で

　
　
は
家
司
・
職
事
で
受
領
と
な
っ
た
者
を
家
司
受
領
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
同
様
に
、
院
庁
の
職
員
も
別
当
以
下
の
数
多
く
の
職
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
そ

　
　
の
中
核
と
な
る
の
は
別
当
・
判
官
代
・
主
典
代
の
三
者
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
下
で
院
司
と
い
う
場
合
に
は
別
当
・
判
官
代
・
主
典
代
を
指
す
も
の
と
し
、
別

　
　
当
・
判
官
代
・
主
典
代
で
受
領
と
な
っ
た
者
を
院
司
受
領
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
3
）
　
本
稿
に
お
け
る
受
領
の
姓
名
・
任
期
な
ど
の
調
査
に
際
し
て
は
、
『
日
本
史
総
覧
H
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
四
年
）
、
宮
崎
康
充
編
『
国
司
補
任
』
四
・



　
　
五
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
〇
・
一
九
九
↓
年
）
を
参
照
し
た
。

（
4
）
　
当
然
の
事
な
が
ら
白
河
親
政
期
に
は
院
司
受
領
は
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、
白
河
親
政
期
に
お
い
て
院
司
受
領
と
し
た
者
は
後
に
院
司
と
な
っ
た
受
領
の
意

　
　
で
あ
る
。

（
5
）
家
司
・
職
事
や
院
司
を
勤
め
て
い
た
時
期
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
者
が
不
明
で
あ
る
。
従
っ
て
、
家
司
受
領
・
院
司
受
領
と
い
う
場
合
に
は
、
受
領
任
期

　
　
中
だ
け
で
な
く
そ
の
前
後
に
家
司
・
職
事
や
院
司
を
勤
め
て
い
た
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
年
の
途
中
で
交
替
し
た
時
は
任
期
が
半
年
以
上
で
あ
れ
ば
一
年
に
、

　
　
家
司
・
職
事
と
門
司
を
兼
ね
る
者
は
両
方
に
数
え
た
。
な
お
、
す
で
に
玉
井
黒
氏
に
よ
っ
て
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
か
ら
大
治
二
年
（
一
〇
二
七
）
ま
で
の

　
　
家
司
受
領
と
院
司
受
領
の
四
年
お
き
の
数
量
比
較
が
な
さ
れ
て
お
り
（
同
註
（
1
）
前
掲
論
文
）
、
表
2
は
そ
れ
を
や
や
詳
細
に
か
つ
時
期
を
拡
大
し
た
も
の
で

　
　
あ
る
。

（
6
）
　
同
様
な
指
摘
は
す
で
に
玉
井
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
（
註
（
1
）
前
掲
論
文
）
。
た
だ
し
、
玉
井
氏
は
康
和
元
－
三
年
（
一
〇
九
九
1
↓
一
〇
↓
）
ご
ろ

　
　
か
ら
家
司
受
領
が
か
な
り
減
少
し
、
曹
司
受
領
の
方
が
多
く
な
る
と
さ
れ
る
が
、
一
一
一
〇
年
前
頃
ま
で
は
両
者
の
数
に
さ
ほ
ど
差
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

　
　
る
。

　
　
　
な
お
、
『
殿
暦
』
永
久
四
年
正
月
二
日
条
に
「
家
司
中
無
二
受
領
こ
「
家
司
受
領
近
来
不
レ
見
」
と
あ
る
が
、
こ
の
年
筑
前
守
で
あ
っ
た
藤
原
有
業
は
、
永
久

　
　
元
年
（
］
一
＝
二
）
、
永
久
四
年
に
家
司
と
み
え
（
『
目
撃
』
永
久
元
年
正
月
二
日
条
、
同
四
年
七
月
↓
＝
日
条
）
、
ま
た
天
永
三
年
（
＝
一
二
）
の
「
摂
関

　
　
家
政
所
下
文
」
（
『
平
安
遺
文
』
四
1
】
七
七
八
）
に
は
、
越
前
守
藤
原
極
細
と
紀
伊
守
平
実
親
が
政
所
別
当
と
あ
る
の
で
、
当
時
家
司
受
領
が
皆
無
だ
っ
た
わ

　
　
け
で
は
な
い
。

（
7
）
　
拙
稿
「
摂
関
期
の
受
領
と
私
富
蓄
積
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
五
一
、
一
九
九
四
年
）
。

（
8
）
　
土
田
直
鎮
「
公
卿
補
任
を
通
じ
て
見
た
諸
国
の
格
付
け
」
（
同
『
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
初
出
は
一
九
七
五

　
　
年
）
。

（
9
）
　
「
小
右
記
』
長
和
三
年
一
二
月
二
〇
日
条
、
『
中
右
記
』
天
仁
元
年
正
月
二
十
四
日
条
。

（
1
0
）
　
土
田
氏
の
諸
国
の
「
格
付
け
」
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
甲
　
近
江
、
播
磨
、
美
作
、
備
前
、
備
申
、
讃
岐
、
伊
予

院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領

一
二
九



＝
二
〇

　
　
乙
　
美
濃
、
越
前
、
丹
波
、
備
後
、
周
防

　
　
丙
大
和
、
伊
勢
、
尾
張
、
但
馬
、
紀
伊
、
阿
波

　
　
丁
　
山
城
、
摂
津
、
参
河
、
遠
江
、
相
模
、
信
濃
、
若
狭
、
加
賀
、
能
登
、
越
後
、
丹
後
、
因
幡

　
　
戊
　
そ
の
他
の
国

　
　
　
上
位
の
国
に
つ
い
て
A
か
ら
F
の
ラ
ン
ク
と
比
較
す
る
と
、
近
江
、
播
磨
、
越
前
、
美
作
、
備
中
、
讃
岐
、
伊
予
な
ど
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
摂
津
、
越
後
、

　
　
但
馬
、
備
前
、
土
佐
な
ど
の
位
置
付
け
は
や
や
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
ま
た
、
橋
本
義
彦
氏
は
、
院
政
期
の
大
国
、
熟
国
と
し
て
、
近
江
、
美
濃
、
尾
張
、
加
賀
、
越
前
、
但
馬
、
丹
波
、
丹
後
、
美
作
、
播
磨
、
備
前
、
備
中
、

　
　
備
後
、
阿
波
、
伊
予
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
C
ラ
ン
ク
以
上
の
国
で
あ
る
（
橋
本
義
彦
「
院
政
政
権
の
～
考
察
」
、
同
『
平
安
貴
族
社

　
　
会
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、
初
出
は
一
九
五
四
年
）
。

（
1
1
）
　
『
中
右
記
』
康
和
五
年
一
二
月
二
一
日
条
。

（
1
2
）
　
『
永
昌
記
』
嘉
承
元
年
一
〇
月
二
七
日
条
。

（
1
3
）
　
『
中
右
記
』
天
永
三
年
六
月
一
日
条
。
な
お
、
当
初
は
大
炊
殿
の
移
転
は
因
幡
国
に
課
さ
れ
て
い
た
（
『
中
右
記
』
天
永
三
年
五
月
三
日
条
）
。

（
1
4
）
　
『
中
右
記
』
天
永
三
年
七
月
二
三
日
条
。

（
1
5
）
　
『
中
右
記
』
天
仁
元
年
正
月
二
四
日
条
。

（
1
6
）
　
『
今
昔
物
語
集
』
三
一
一
五
。

（
1
7
）
　
逆
に
、
評
価
の
低
い
国
を
み
る
と
、
山
城
（
「
成
二
受
領
五
ケ
国
】
畢
如
レ
常
、
山
城
↓
ケ
国
不
レ
被
レ
成
、
依
レ
無
二
所
望
人
一
也
」
『
中
右
記
』
長
承
三
年
二
月
二

　
　
二
日
条
）
、
大
和
（
「
大
和
ノ
守
二
成
給
フ
ニ
テ
、
思
エ
ノ
程
雪
見
エ
ヌ
」
『
今
昔
物
語
集
』
二
八
－
三
一
）
、
河
内
（
「
河
内
と
い
ふ
あ
や
し
き
国
」
『
今
鏡
』
む

　
　
か
し
が
た
り
第
九
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
ラ
ン
ク
が
下
位
の
国
で
あ
る
。

（
1
8
）
　
た
だ
し
、
摂
津
と
淡
路
に
つ
い
て
は
や
や
問
題
が
あ
る
。
『
中
右
記
』
天
仁
元
年
正
月
二
四
日
誌
で
両
国
は
「
最
下
国
」
と
さ
れ
、
ま
た
『
師
遠
記
』
大
治

　
　
二
年
六
月
一
日
条
に
よ
る
と
、
淡
路
か
ら
の
収
入
は
「
米
毎
年
六
千
石
、
塩
五
百
余
石
」
と
比
較
的
よ
い
も
の
の
、
摂
津
は
わ
ず
か
に
「
所
レ
十
月
米
一
年
不
レ

　
　
及
二
十
石
一
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
両
国
に
家
司
受
領
・
上
司
受
領
が
多
く
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
都
か
ら
近
距
離
で
あ
る
な
ど
収
入
以
外
の
要
素
も
作
用
し
て



　
　
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
1
9
）
　
周
知
の
よ
う
に
、
白
河
院
政
は
師
通
、
師
実
の
死
を
経
て
、

　
　
は
こ
う
し
た
こ
と
と
対
応
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
一
〇
七
年
に
堀
河
天
皇
が
死
去
す
る
こ
と
に
よ
り
確
立
す
る
の
だ
が
、
本
文
で
述
べ
た
こ
と

院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領

＝
二
」



＝
二
二

表
1

㈲
　
摂
関
家
家
政
職
員

（
家
司
・
職
事
）
表

氏
　
名

家
政
職
員
（
典
拠
）

任
　
　
国

橘
　
以
綱

忠
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
4
・
6
・
3
0
）

相
模
、
陸
奥

橘
　
以
政

忠
通
臨
職
事
（
『
丘
ハ
』
保
】
兀
2
・
3
・
3
）

肥
前
、
筑
前
、
摂
津

橘
　
以
長

忠
通
職
事
（
『
兵
』
保
元
2
・
1
0
・
8
）

頼
長
家
司
（
『
世
紀
』
久
安
5
・
1
・
2
3
）

以
能

頼
長
職
事
（
『
台
別
』
久
安
6
・
1
0
・
2
8
）

惟
兼

忠
実
家
司
（
職
事
）
（
『
永
』
嘉
承
1
・

1
2
・
1
6
）

惟
俊

忠
実
家
司
（
職
事
）
（
『
永
』
嘉
承
1
・

1
2
・
1
6
）

藤
原
惟
信

師
実
家
司
（
『
為
房
』
寛
治
1
・
6
・
2
4
）
遠
江
、
甲
斐

師
通
職
事
（
『
中
』
嘉
保
2
・
4
・
2
3
）

忠
実
家
司
（
『
中
』
長
治
1
・
4
・
2
1
）

忠
通
家
司
（
『
中
』
元
永
2
・
2
・
6
）

高
階
為
家
＊

師
実
家
司
（
『
平
』
1
1
3
2
）

美
作
、
播
磨
、
伊
予
、

近
江
、
丹
後
、
越
前
、

備
中

高
階
為
基

忠
通
家
司
（
『
兵
』
久
寿
2
・
9
・
2
1
）

藤
原
為
信

忠
実
職
事
（
『
殿
』
康
和
3
・
8
・
1
7
）

伊
豆
、
河
内

藤
原
為
真
＊

忠
実
職
事
（
『
殿
』
康
和
4
・
9
・
1
0
）

肥
前

藤
原
為
親

頼
長
家
司
（
『
兵
』
仁
平
3
・
5
・
H
）

下
野

藤
原
為
通
＊

忠
通
家
司
（
『
平
』
2
6
8
0
）

藤
原
為
房
＊

師
実
家
司
（
『
中
』
寛
治
4
・
1
2
・
2
0
）
遠
江
、
加
賀
、
尾
張

師
通
家
司
（
『
後
二
条
』
永
長
1
・
9
・

2
6
）

忠
実
家
司
（
『
中
』
嘉
承
2
・
1
1
・
2
9
）

藤
原
為
隆

師
通
家
司
（
『
摂
関
』
）

甲
斐
、
淡
路
、
遠
江

忠
実
家
司
（
『
中
』
天
仁
工
・
1
1
・
5
）

忠
通
家
司
（
『
中
』
元
永
2
・
2
・
6
）

大
江
維
順

頼
長
家
司
（
『
台
』
康
治
2
・
1
2
・
8
）

藤
原
永
実

忠
実
家
司
（
『
殿
』
天
永
2
・
1
2
・
9
）

信
濃

忠
通
家
司
（
職
事
）
（
『
中
』
天
永
3
・

2
・
1
9
）

藤
原
永
範

忠
通
家
司
（
『
平
』
2
6
5
3
）

石
見

遠
音

無
粋
家
司
（
『
台
』
仁
平
2
・
1
・
1
1
）

家
清

師
実
職
事
（
『
中
』
永
長
ユ
・
1
2
・
8
）

高
階
雅
遠

忠
通
家
司
（
職
事
）
（
『
中
』
天
永
3
・

2
・
1
9
）

源
靴
墨
＊

忠
実
家
司
（
『
朝
野
』
巻
7
）

源
野
薮

忠
実
職
事
（
『
殿
』
長
治
1
・
1
・
2
）

相
模
、
甲
斐

忠
通
職
事
（
『
殿
』
天
永
1
・
4
・
1
6
）

源
　
雅
亮
＊

頼
長
職
事
（
『
台
』
久
寿
2
・
4
・
2
7
）

伊
賀

藤
原
基
綱

師
通
職
事
（
『
中
』
嘉
保
ユ
・
1
2
・
1
3
）

河
内

源
　
季
兼

忠
通
家
司
（
『
平
』
2
6
5
3
）

豊
後
、
対
馬
、
石
見

源
　
季
広

忠
通
職
事
（
『
兵
』
保
元
2
・
9
・
1
3
）

下
野

源
　
季
長

忠
通
職
事
（
『
兵
』
仁
平
2
・
1
2
・
3
0
）
飛
騨
、
大
和
、
和
泉

義
明

頼
長
家
司
（
『
台
別
』
久
寿
2
・
4
・
1
9
）



教
任

著
長
家
司
（
『
台
』
久
寿
1
・
1
・
2
9
）

業
房

忠
実
職
事
（
『
殿
』
康
和
3
・
1
2
・
2
4
）

藤
原
経
憲

頼
長
家
司
（
『
世
紀
』
久
安
5
・
1
・
2
3
）

源
　
経
光

忠
通
職
事
（
『
兵
』
保
元
1
・
1
1
・
7
）

平
　
経
章

師
実
家
司
（
『
兵
』
保
元
2
・
8
・
2
1
）

高
階
経
敏

師
通
職
事
（
『
中
』
永
長
1
・
9
・
2
0
）

相
模
、
武
蔵
、
能
登
、

長
門

橘
兼
遠

師
通
職
事
（
『
摂
関
』
）

藤
原
憲
親

頼
長
職
事
（
『
台
』
久
安
2
・
1
2
・
1
9
）

藤
原
憲
忠

頼
長
職
事
（
『
台
』
久
寿
2
・
4
・
2
7
）

藤
原
憲
輔

師
実
家
司
（
『
平
』
1
1
3
2
）

加
賀
、
備
中
、
備
後
、

近
江
、
備
前

藤
原
憲
頼

増
長
職
事
（
『
台
別
』
久
寿
2
・
4
・
2
0
）

藤
原
顕
憲

頼
長
家
司
（
『
台
』
久
安
6
・
4
・
2
8
）

源
　
顕
行

忠
実
職
事
（
『
中
』
元
永
2
・
1
2
・
2
9
）

藤
原
顕
方

頼
長
職
事
（
『
台
』
久
安
2
・
1
2
・
1
9
）

橘
　
元
輔

忠
通
家
司
（
『
中
』
長
承
2
・
1
・
3
）

源
　
光
行

忠
通
家
司
（
職
事
X
『
中
』
天
永
3
・
伊
賀

2
・
1
9
）

藤
原
光
盛

忠
通
家
司
（
『
兵
』
保
元
3
・
8
・
1
1
）

和
泉
、
佐
渡

藤
原
光
房

忠
通
家
司
（
『
兵
』
仁
平
2
・
1
1
・
1
5
）
摂
津
、
伊
賀

頼
長
家
司
（
『
台
』
康
治
1
・
1
2
・
2
0
）

公
長

忠
通
職
事
（
『
世
紀
』
久
安
1
・
4
・
2
5
）

惟
宗
孝
言

師
実
家
司
（
『
為
房
』
寛
治
1
・
6
・
2
4
）
長
門
、
伊
勢
、
伊
賀

師
下
家
司
（
『
摂
関
』
）

藤
原
孝
清

師
実
職
事
（
『
為
房
』
寛
治
1
・
6
・
2
4
）
和
泉
、
周
防
、
伊
賀

師
通
職
事
（
『
中
』
嘉
保
1
・
1
2
・
1
3
）

藤
原
孝
能

頼
長
職
事
（
『
台
』
天
養
1
・
7
・
1
）

中
原
広
安

忠
通
家
司
（
『
兵
』
保
元
3
・
8
・
1
5
）

中
原
広
季

忠
通
家
司
（
『
兵
』
保
元
1
・
8
・
2
1
V

頼
長
家
司
（
『
台
』
久
寿
2
・
4
・
2
7
）

源
広
綱

口
実
家
司
（
『
平
』
補
2
7
8
）

摂
津

中
原
広
宗

忠
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
3
・
1
2
・
2
4
）

石
見

伴
広
親
＊

頼
長
家
司
（
『
知
信
記
』
保
延
1
・
2
・

周
防
、
安
房

8
）

中
原
広
忠

忠
実
家
司
（
『
殿
』
永
久
1
・
3
・
2
8
）

広
定

忠
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
4
・
5
・
8
）

大
江
広
房

忠
実
職
事
（
『
殿
』
天
永
3
・
1
1
・
1
2
）

信
濃

藤
原
行
家

師
通
家
司
（
『
中
』
嘉
保
1
・
3
・
1
1
）

阿
波
、
美
作
、
讃
岐

忠
実
家
司
（
『
中
』
嘉
保
1
・
3
・
2
8
）

藤
原
行
綱

師
実
家
司
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

若
狭
、
下
野

忠
実
家
司
（
『
朝
野
』
巻
7
）

藤
原
行
盛
＊

忠
実
家
司
（
『
殿
』
永
久
4
・
7
・
2
1
）

摂
津

頼
長
家
司
（
『
中
』
大
治
5
・
4
・
1
9
）

藤
原
行
房

師
実
家
司
（
『
中
』
寛
治
7
・
1
0
・
1
0
）
阿
波
、
因
幡
、
美
濃

師
通
家
司
（
『
中
』
嘉
保
1
・
3
・
1
1
）

行
頼

忠
通
職
事
（
『
兵
』
久
寿
2
・
1
2
・
2
9
）

高
家

師
通
家
司
（
『
摂
関
』
）

高
基

日
長
職
事
（
『
台
』
仁
平
3
・
8
・
1
0
）

藤
原
高
佐

忠
通
職
事
（
『
兵
』
保
元
1
・
9
・
1
）

下
総
、
飛
騨

院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領

三
三



三
四

源
　
高
直

師
通
家
司
（
『
後
二
条
』
康
和
1
・
2
・

一
覆
髄
、
越
前
、
讃
岐
、

2
6
）

阿
波

源
　
高
範

忠
通
職
事
（
『
兵
』
久
寿
1
・
7
・
1
3
）

藤
原
佐
実

忠
実
職
事
（
『
殿
』
長
治
1
・
1
・
2
）

伊
勢

菅
原
在
良

忠
実
家
司
（
『
殿
』
天
永
3
・
1
1
・
1
8
）

摂
津

中
原
師
安

忠
通
家
司
（
『
地
下
』
）

佐
渡

総
長
家
司
（
『
世
紀
』
久
安
5
・
／
・
2
3
＞

中
原
師
遠

忠
実
家
司
（
『
地
下
』
）

摂
津
、
隠
岐

忠
通
家
司
（
『
地
下
』
）

中
原
師
元

忠
実
家
司
（
『
地
下
』
）

出
羽

忠
通
家
司
（
『
兵
』
保
元
3
・
1
・
1
5
）

頼
長
家
司
（
『
兵
』
仁
平
2
・
1
・
2
6
）

藤
原
師
国

忠
実
職
事
（
『
殿
』
康
和
3
・
§
2
3
）

佐
渡
、
安
房

中
原
師
清

忠
通
家
司
（
『
法
性
寺
』
元
永
2
・
2
・

6
）

中
原
師
平

師
実
家
司
（
『
平
』
1
1
3
2
）

淡
路
、
土
佐
、
肥
後

藤
原
資
兼

忠
実
職
事
（
『
殿
』
永
久
4
・
7
・
2
1
）

肥
後

高
階
資
泰

忠
通
職
事
（
『
兵
』
保
元
2
・
9
・
1
）

河
内

藤
原
資
長

忠
通
家
司
（
『
平
』
2
8
5
6
）

平
時
信
＊

忠
通
家
司
（
『
平
』
2
4
0
4
）

頼
長
家
司
（
『
台
』
保
延
2
・
1
0
・
1
1
）

時
政

頼
長
家
司
（
『
台
別
』
仁
平
3
・
9
・
1
0
）

菅
原
時
登

忠
通
家
司
（
『
中
』
大
治
5
・
2
・
2
1
）

平
　
時
流

一
師
通
家
司
（
『
丘
岡
』
保
｝
兀
2
。
8
。
班
）

一
越
中
、
因
幡
、
近
江

忠
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
3
・
8
・
2
3
）

忠
通
家
司
（
『
殿
』
嘉
承
2
・
4
・
2
6
）

藤
原
実
光
＊

忠
実
家
司
（
『
殿
』
天
永
2
・
1
2
・
9
）

近
江

忠
通
家
司
（
『
兵
』
保
元
2
・
8
・
2
4
）

頼
長
家
司
（
『
中
』
大
治
5
・
4
・
1
9
）

藤
原
実
綱

師
実
家
司
（
『
平
』
1
1
3
2
）

但
馬
、
美
作
、
伊
予
、

備
中

藤
原
実
重

頼
長
家
司
（
『
兵
』
久
寿
1
・
8
・
2
1
）

平
　
実
親

忠
実
家
司
（
『
殿
』
嘉
承
1
・
7
・
2
9
）

紀
伊
、
淡
路

忠
通
職
事
（
『
殿
』
天
永
1
・
4
・
1
6
）

藤
原
実
政

師
実
家
司
（
『
平
』
1
1
3
2
）

甲
斐
、
備
中
、
近
江

源
　
実
房

忠
通
家
司
（
『
知
信
記
』
長
承
1
・
2
・

遠
江
、
上
野

2
8
）

藤
原
宗
光

忠
通
家
司
（
『
永
昌
記
紙
背
文
書
』
）

橘
脂
汗

師
通
職
事
（
『
後
二
条
』
寛
治
6
・
1
2
・

2
9
）

紀
　
宗
孝

忠
実
家
司
（
『
尊
卑
』
）

藤
原
宗
国

忠
実
職
事
（
『
殿
』
永
久
1
・
3
・
2
8
）

下
野

忠
通
職
事
（
『
殿
』
嘉
承
2
・
4
・
2
6
）

藤
原
宗
仲

師
通
職
事
（
『
中
』
承
徳
2
・
2
・
1
4
）

忠
実
職
事
（
『
殿
』
康
和
5
・
1
2
・
1
9
）

高
階
重
伸

師
実
職
事
（
『
殿
』
康
和
2
・
6
・
1
9
）

出
雲
、
近
江

忠
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
4
・
7
・
5
）

忠
通
家
司
（
『
殿
』
嘉
承
2
・
4
・
2
6
）



源
　
重
範

頼
長
職
事
（
『
台
』
久
安
4
・
1
0
・
2
1
）

藤
原
俊
信

師
通
家
司
（
『
手
首
』
嘉
保
2
・
7
・
2
2
）

橘
俊
清

師
通
職
事
（
『
摂
関
』
）

肥
前

清
原
信
俊

忠
通
家
司
（
『
平
』
2
4
8
7
）

肥
後

平
　
信
範
＊

忠
実
家
司
（
『
兵
』
仁
平
2
・
1
1
・
3
0
）

忠
通
家
司
（
『
平
』
2
9
7
7
）

親
綱

師
実
職
事
（
『
帥
記
』
永
保
1
・
4
・
2
9
）

親
任

師
実
家
司
（
『
康
平
記
』
康
平
5
・
1
1
・

2
）

藤
原
親
隆
＊

忠
実
家
司
（
『
平
』
2
7
5
7
）

上
総
、
信
濃
、
尾
張
、

頼
長
家
司
（
『
台
』
康
治
1
・
8
・
1
3
）

伊
予

成
近

忠
通
家
司
（
『
台
』
久
安
4
・
2
・
1
1
）

藤
原
成
佐

頼
長
家
司
（
『
台
』
久
安
3
・
2
・
5
）

藤
原
成
実

忠
実
職
事
（
『
殿
』
長
治
1
・
1
・
2
）

武
蔵

藤
原
政
業

忠
通
家
司
（
『
兵
』
仁
平
2
・
1
・
1
6
）

頼
長
家
司
（
『
台
』
久
安
2
・
1
2
・
1
9
）

小
槻
政
重

忠
通
家
司
（
『
平
』
2
4
8
7
）

摂
津

藤
原
正
家

師
実
家
司
（
『
平
』
1
1
3
2
）

越
中
、
肥
前
、
若
狭

忠
実
家
司
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
2
1
）

藤
原
清
家

師
実
職
事
（
『
為
房
』
寛
治
1
・
5
・
2
1
）
伊
賀
、
相
模

師
通
職
事
（
『
摂
関
』
）

清
兼

頼
長
職
事
（
『
台
』
久
安
4
・
1
0
・
2
1
）

藤
原
清
高

忠
通
家
司
（
『
兵
』
久
寿
2
・
8
・
2
8
）

上
総

源
　
清
実

師
実
職
事
（
『
為
房
』
寛
治
1
・
6
・
2
4
）
信
濃
、
越
前
、
周
防

師
通
家
司
（
『
後
二
条
』
永
長
1
・
1
・

7
）

忠
実
職
事
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
2
1
）

清
職

頼
長
職
事
（
『
台
』
久
寿
2
・
4
・
2
7
）

橘
　
清
則

頼
長
家
司
（
職
事
）
（
『
兵
』
仁
平
2
・

8
・
1
4
）

高
階
清
泰

忠
実
家
司
（
『
九
条
家
文
書
』
）

豊
後

源
　
清
長
＊

師
実
家
司
（
『
為
房
』
寛
治
1
・
7
・
1
5
）
土
佐
、
美
作

忠
実
家
司
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
2
1
）

藤
原
清
頼

頼
長
職
訟
畢
（
『
丘
ハ
』
　
保
一
兀
－
・
7
・
聡
）

源
　
盛
家

忠
実
職
事
（
『
殿
』
元
永
1
・
8
・
4
）

摂
津

忠
通
家
司
（
職
事
）
（
『
中
』
天
永
3
・

2
・
1
9
）

源
盛
雅

忠
実
職
事
（
『
殿
』
康
和
5
・
7
・
1
9
）

上
総
、
伊
豆
、
尾
張

忠
通
家
司
（
職
事
）
（
『
中
』
天
永
3
・

2
・
1
9
）

源
　
盛
季

忠
実
職
事
（
『
殿
』
天
仁
1
・
1
0
・
1
5
）
和
泉

忠
通
家
司
（
職
事
X
『
中
』
天
永
3
・

2
・
1
9
）

源
　
盛
業

忠
通
職
事
（
『
兵
』
仁
平
2
・
1
・
1
6
）

頼
長
職
事
（
『
台
』
仁
平
2
・
1
・
2
6
）

藤
原
盛
経

忠
実
職
事
（
『
殿
』
永
久
4
・
7
・
2
1
）

藤
原
盛
憲

頼
長
家
司
（
『
台
』
久
安
2
・
1
・
2
0
）

院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領

三
五



一
三
六

源
　
盛
行

忠
通
家
司
（
職
事
）
（
『
中
』
天
永
3
・

2
・
1
9
）

藤
原
盛
佐

頼
長
家
司
（
『
世
紀
』
久
安
5
・
1
・
2
3
）

藤
原
盛
実

師
通
職
事
（
『
中
』
嘉
保
1
・
1
0
・
2
4
）
甲
斐
、
土
佐

忠
実
家
司
（
『
殿
』
長
治
1
・
4
・
2
1
）

忠
通
家
司
（
『
殿
』
嘉
承
2
・
4
・
2
6
）

小
槻
盛
仲

忠
実
職
事
（
『
殿
』
永
久
3
・
1
2
・
7
）

源
　
盛
長

師
通
家
司
（
『
摂
関
』
）

淡
路

忠
実
家
司
（
『
中
』
嘉
保
1
・
3
・
2
8
）

源
　
盛
定

忠
通
家
司
（
『
世
紀
』
康
治
2
・
1
・
3
）

源
　
盛
邦

忠
実
職
事
（
『
兵
』
仁
平
2
・
3
・
3
）

下
野
、
下
総

頼
長
職
事
（
『
台
別
』
仁
平
1
・
1
1
・
1
0
）

藤
原
盛
房

忠
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
4
・
7
・
5
）

肥
後

藤
原
説
長

師
通
職
事
（
『
中
』
嘉
保
2
・
4
・
2
3
）

遠
江

忠
実
職
事
（
『
殿
』
康
和
3
・
6
・
5
）

忠
通
家
司
（
職
事
）
（
『
中
』
天
永
3
・

2
・
1
9
）

宣
親

頼
長
職
事
（
『
台
』
久
安
4
・
1
・
5
）

高
階
泰
兼

忠
実
家
司
（
『
兵
』
仁
平
2
・
8
・
2
6
）

筑
前

忠
通
家
司
（
『
長
』
保
延
2
・
1
・
1
）

頼
長
家
司
（
『
台
』
久
安
2
・
1
2
・
1
9
）

高
階
泰
盛

忠
通
家
司
（
『
兵
』
仁
平
2
・
1
・
1
6
）

出
羽

頼
長
家
司
（
『
兵
』
仁
平
3
・
1
・
3
）

高
階
泰
仲

師
実
家
司
（
『
後
二
条
』
永
長
1
・
2
・

加
賀
、
讃
岐
、
美
作
、

2
3
）

伊
予

師
通
家
司
（
『
摂
関
』
）

忠
実
家
司
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
2
1
）

平
　
知
経

頼
長
家
司
（
『
台
』
久
寿
2
・
4
・
2
7
）

藤
原
知
綱
＊

師
実
家
司
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

逗
留
、
阿
波

師
通
家
司
（
『
摂
関
』
）

藤
原
知
実

忠
実
職
事
（
『
殿
』
康
和
4
・
9
・
1
4
）

平
　
知
信

忠
実
家
司
（
『
殿
』
永
久
1
・
3
・
2
8
）

出
羽

忠
通
家
司
（
『
平
』
2
4
8
7
）

最
長
家
司
（
『
中
』
大
治
5
・
4
・
1
9
）

知
輔

師
通
家
司
（
『
後
二
条
』
寛
治
6
・
9
・

7
）

高
階
仲
兼

忠
実
職
事
（
『
殿
』
康
和
3
・
8
・
2
3
）

和
泉

忠
通
職
事
（
『
殿
』
嘉
承
2
・
4
・
2
6
）

藤
原
仲
光

忠
実
職
事
（
『
殿
』
永
久
5
・
7
・
1
9
）

高
階
仲
行

忠
実
家
司
（
『
兵
』
保
元
1
・
3
・
3
）

頼
長
職
事
（
『
台
』
久
安
4
・
1
0
・
2
1
）

藤
原
仲
実

忠
実
家
司
（
『
平
』
1
7
7
8
）

紀
伊
、
参
河
、
備
中
、

越
前

藤
原
仲
実

忠
実
家
司
（
『
中
』
嘉
承
1
・
7
・
2
9
）

高
階
仲
範

忠
実
家
司
（
『
台
』
久
安
1
・
3
・
4
）

仲
頼

頼
長
家
司
（
職
事
）
（
『
兵
』
仁
平
2
・

8
・
1
4
）



藤
原
仲
隆

忠
実
家
司
（
職
事
）
（
『
永
』
嘉
承
1
・

1
2
・
1
6
）

忠
通
家
司
（
職
事
）
（
『
中
』
天
永
3
・

2
・
1
9
）

平
　
忠
正

頼
長
家
司
（
職
事
）
（
『
兵
』
仁
平
2
・

8
・
1
4
）

忠
能

郷
長
職
事
（
『
台
』
康
治
2
・
1
2
・
8
）

藤
原
朝
輔

師
通
職
事
（
『
中
』
嘉
保
2
・
3
・
5
）

紀
伊

忠
実
家
司
（
『
殿
』
天
永
2
・
1
2
・
9
）

藤
原
朝
隆
＊

忠
通
家
司
（
『
平
』
2
6
5
3
）

信
濃

藤
原
長
光

忠
通
家
司
（
『
兵
』
保
元
1
・
8
・
2
1
）

陸
奥

頼
長
家
司
（
『
台
別
』
仁
平
3
・
9
・
1
0
）

源
　
長
定

忠
涌
褐
職
…
事
（
『
丘
ハ
』
保
一
兀
2
・
3
・
－
）

豊
前
、
伊
賀

藤
原
長
明

師
実
家
司
（
『
工
房
』
永
保
1
・
1
1
・
9
）

参
河

藤
原
長
隆

忠
実
家
司
（
『
永
』
天
永
1
・
3
・
6
）

因
幡

忠
通
職
事
（
『
殿
』
天
永
1
・
4
・
1
6
）

大
江
通
国

忠
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
4
・
1
1
・
8
）

伊
豆

清
原
定
安

頼
長
家
司
（
『
世
紀
』
久
安
5
・
1
・
2
3
）

藤
原
定
俊

師
実
家
司
（
『
平
』
1
1
3
2
）

上
野

藤
原
定
仲

忠
実
職
事
（
『
殿
』
康
和
3
・
1
2
・
2
4
）
飛
騨
、
石
見

忠
通
家
司
（
職
事
）
（
『
中
』
天
永
3
・

2
・
1
9
）

藤
原
定
通

忠
実
家
司
（
『
殿
』
天
仁
1
・
8
・
1
3
）

高
階
敦
遠
＊

師
通
職
事
（
『
中
』
永
長
1
・
9
・
2
0
）

参
河
、
上
野

藤
原
敦
基

師
実
家
司
（
『
為
房
』
寛
治
2
・
1
2
・
2
1
）上
野

師
通
家
司
（
『
後
二
条
』
寛
治
3
・
2
・

2
0
）

忠
実
家
司
（
『
中
』
康
和
4
・
7
・
5
）

敦
経

頼
長
家
司
（
『
台
』
久
安
4
・
1
0
・
1
3
）

藤
原
敦
憲

忠
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
4
・
7
・
5
）

信
濃
、
筑
前

藤
原
敦
光

忠
実
家
司
（
『
殿
』
永
久
4
・
7
・
2
1
）

近
江

忠
通
家
司
（
『
法
性
寺
』
元
永
2
・
2
・

9
）

藤
原
敦
宗
＊

忠
実
家
司
（
『
殿
』
天
仁
2
・
8
・
1
7
）

摂
津
、
丹
波

藤
原
敦
任

酋
長
家
司
（
『
台
』
久
安
3
・
1
1
・
2
2
）

高
階
能
遠

師
通
家
司
（
『
後
二
条
』
寛
治
5
・
6
・

能
登
、
常
陸
、
長
門

2
6
）

忠
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
5
・
7
・
2
1
）

藤
原
範
実

忠
実
職
事
（
『
兵
』
仁
平
3
・
3
・
3
）

頼
長
家
司
（
職
事
X
『
兵
』
仁
平
2
・

8
・
1
4
）

藤
原
保
説

頼
長
職
事
（
『
台
記
』
久
安
2
・
1
2
・
1
9
）
摂
津
、
上
野
、
肥
前

小
槻
輔
俊

忠
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
4
・
5
・
1
7
）

藤
原
邦
綱

忠
通
家
司
（
『
平
』
2
9
7
7
）

壱
岐
、
和
泉
、
越
後
、

伊
予
、
播
磨

藤
原
邦
宗

師
実
職
事
（
『
中
』
嘉
保
2
・
1
・
3
0
）

上
野

藤
原
邦
忠

忠
実
家
司
（
『
殿
』
天
永
2
・
1
2
・
9
）

阿
波

藤
原
茂
明

組
長
家
司
（
『
台
別
』
仁
平
3
・
9
・
1
0
）

下
総

源
　
有
家

師
通
職
事
（
『
中
』
嘉
保
1
・
1
2
・
1
3
）

下
野

院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領

＝
二
七



一
三
八

藤
原
有
業
＊

忠
実
家
司
（
『
殿
』
永
久
4
・
7
・
2
1
）

筑
前
、
長
門

藤
原
有
兼

忠
通
家
司
（
職
事
）
（
『
中
』
天
永
3
・

2
・
1
9
）

藤
原
有
光

忠
通
家
司
（
『
兵
』
保
元
1
・
8
・
2
1
）

摂
津

頼
長
家
司
（
『
台
』
久
寿
1
・
1
2
・
2
8
）

藤
原
有
綱

師
実
家
司
（
『
殿
』
長
治
1
・
4
・
2
1
）

摂
津

師
通
家
司
（
『
後
二
条
』
応
徳
1
・
3
・

4
）

藤
原
有
俊

師
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
2
・
6
・
1
9
）

安
芸

師
通
家
司
（
『
中
』
嘉
保
1
・
3
・
1
1
）

忠
実
家
司
（
『
殿
』
康
和
3
・
7
・
2
9
）

藤
原
有
信

師
通
家
司
（
『
中
』
嘉
保
1
・
3
・
1
1
）

和
泉

藤
原
有
成

忠
実
家
司
（
『
兵
』
仁
平
2
・
3
・
3
）

和
泉
、
日
向

忠
通
家
司
（
『
世
紀
』
康
治
2
・
1
・
3
）

頼
長
家
司
（
『
台
』
久
安
2
・
1
2
・
1
9
）

藤
原
有
定

師
通
家
司
（
『
為
房
』
寛
治
1
・
7
・
1
9
）

淡
路

小
槻
祐
俊

師
通
家
司
（
『
摂
関
』
）

伊
賀

藤
原
頼
業

忠
実
職
事
（
『
兵
』
仁
平
3
・
3
・
3
）

源
頼
憲

頼
長
職
事
（
『
台
』
久
寿
2
・
4
・
1
5
）

藤
原
頼
佐

頼
長
職
事
（
『
台
』
康
治
2
・
1
2
・
8
）

若
狭
、
阿
波

藤
原
頼
方
＊

頼
長
家
司
（
『
台
』
康
治
2
・
1
2
・
8
）

藤
原
隆
宗

師
通
家
司
（
『
摂
関
』
）

近
江

藤
原
隆
方

師
実
家
司
（
『
平
』
1
1
3
2
）

周
防
、
備
後
、
但
馬

藤　　藤
原　　原
令　　良
明　　綱

9忠　　師
）通　　離

職　　家
事　　司
q　　　q
法　　平
性　　』
寺　　1
』　　　1

元　　3
永　　2
2　　）

妻

上但陸
野馬奥

．　　　　、

周
防

、

阿
波

、



ω
　
白
河
・
鳥
羽
院
院
司
（
別
当
・
判
官
代
・
主
典
代
）
表

氏
　
名

院
　
　
　
司
（
典
拠
）

任
　
　
国

大
江
以
平

鳥
羽
主
典
代
（
『
世
紀
』
康
治
1
・
5
・

大
和

5
）

藤
原
伊
信

白
河
判
官
代
（
『
中
』
寛
治
6
・
7
・
2
）

長
門

藤
原
伊
通

白
河
別
当
（
『
中
』
康
和
5
・
3
・
1
5
）

参
河
、
備
中

鳥
羽
別
当
（
『
仁
平
』
）

藤
原
惟
方

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
2
5
7
5
）

越
前
、
丹
後
、
遠
江

高
階
為
家
＊

白
河
別
当
（
『
中
』
嘉
承
1
・
1
1
・
1
6
）
周
防
、
美
作
、
播
磨
、

伊
予
、
近
江
、
丹
後
、

越
前
、
備
中

藤
原
為
経

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
補
6
5
）

長
門

藤
原
為
綱

鳥
羽
判
官
代
（
『
兵
』
仁
平
3
・
1
・
1
4
）

高
階
為
重

白
河
判
宮
代
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）
伊
賀
、
佐
渡

高
階
為
章

白
河
別
当
（
「
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）
越
後
、
但
馬
、
加
賀
、

丹
波

藤
原
為
真
＊

鳥
羽
判
官
代
（
『
中
』
保
安
4
・
2
・
1
6
）

肥
前

高
階
為
清

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

佐
渡
、
近
江

藤
原
為
通
＊

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
補
7
0
）

藤
原
為
房
＊

白
河
別
当
（
『
中
』
康
和
4
・
7
・
2
0
）

遠
江
、
加
賀
、
尾
張

藤
原
家
教

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

美
濃

源
　
家
賢

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

藤
原
家
光

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

淡
路
、
伯
書

藤
原
家
成

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

若
狭
、
加
賀
、
讃
岐
、

播
磨

藤
原
家
忠

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

藤
原
家
長

白
河
判
官
代
（
『
中
』
元
永
1
・
1
・
1
0
）
美
濃
、
土
佐
、
備
中
、

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

伯
老
日
、
美
作
、
能
登

藤
原
家
保

白
河
別
当
（
『
平
』
4
9
7
5
）

越
前
、
丹
後
、
但
馬
、

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

丹
波
、
播
磨
、
伊
予

藤
原
家
明

鳥
羽
判
官
代
（
『
公
補
』
応
保
2
）

越
後
、
美
濃
、
備
後
、

播
磨

源
　
雅
兼
＊

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

源
　
雅
実

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
6
・
2
・
2
9
）

源
　
雅
俊

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

雅
親

鳥
羽
判
官
代
（
『
長
』
保
延
2
・
2
・
1
）

源
　
雅
通

鳥
羽
院
司
（
『
兵
』
仁
平
2
・
3
・
7
）

源
　
雅
定

白
河
別
当
（
『
平
』
4
9
7
5
）

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

源
　
雅
亮
＊

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

伊
賀

基
兼

鳥
羽
主
典
代
（
『
兵
』
保
元
1
・
3
・
1
5
）

高
階
基
実

白
河
判
官
代
（
『
中
』
嘉
保
1
・
1
・
1
3
）

肥
後

平
　
基
盛

鳥
羽
判
官
代
（
『
兵
』
久
寿
2
・
4
・
1
1
）
大
和
、
淡
路
、
遠
江
、

越
前

藤
原
基
忠

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

藤
原
基
頼

白
河
判
官
代
（
『
中
』
寛
治
6
・
7
・
2
）

陸
奥
、
能
登

藤
原
基
隆

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

美
作
、
播
磨
、
伊
予
、

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

讃
岐

院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領

三
九



一
四
〇

藤
原
季
安

白
河
判
官
代
（
『
中
』
寛
治
4
・
1
・
1
6
）

上
野

藤
原
季
行

鳥
羽
別
当
（
『
兵
』
仁
平
3
・
5
・
2
8
）

阿
波
、
能
登
、
因
幡
、

武
蔵
、
土
佐
、
讃
岐

藤
原
季
成

鳥
羽
別
当
（
『
仁
平
』
）

加
賀

中
原
国
忌

白
河
判
官
代
（
『
中
』
大
治
4
・
閏
7
・

1
7
）

藤
原
季
仲

白
河
別
当
（
『
世
紀
』
康
和
1
・
1
1
・
3
）

藤
原
季
通

白
河
判
官
代
（
『
平
』
1
7
1
4
）

美
濃
、
備
後

中
原
季
範

白
河
主
典
代
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）

藤
原
季
保

白
河
判
官
代
（
『
中
』
寛
治
7
・
3
・
2
0
）

源
　
義
弘

白
河
判
官
代
（
『
尊
卑
』
）

大
江
匡
房

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

美
作

平
　
教
盛

鳥
羽
判
官
代
（
『
公
益
』
仁
安
3
）

淡
路
、
大
和
、
越
中
、

常
陸
、
能
登

藤
原
藤
壷

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
補
6
5
）

中
原
景
兼

鳥
羽
主
典
代
（
『
兵
』
仁
平
2
・
2
・
2
0
）

藤
原
経
実

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

藤
原
甘
言

鳥
羽
院
司
（
『
兵
』
仁
平
2
・
3
・
8
）

藤
原
経
親

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
2
1
4
5
）

藤
原
経
忠

白
河
別
当
（
『
中
』
嘉
保
2
・
1
2
・
2
4
）
周
防
、
安
芸
、
近
江

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

藤
原
経
定

鳥
羽
別
当
（
『
仁
平
』
）

藤
原
経
隆

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
2
1
4
5
）

周
防
、
出
雲
、
讃
岐
、

但
馬

藤
原
兼
長

鳥
羽
別
当
（
『
仁
平
』
）

藤
原
国
方

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
2
3
3
9
）

出
雲
、
周
防
、
近
江

藤
原
顕
遠

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
2
3
3
9
）

摂
津
、
甲
斐

源
　
顕
雅

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

藤
原
顕
季

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

讃
岐
、
丹
波
、
尾
張
、

伊
予
、
播
磨
、
美
作

藤
原
顕
業

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

藤
原
顕
経

白
河
判
官
代
（
『
殿
』
天
仁
1
・
1
・
2
9
）

源
　
顕
重

白
河
別
当
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）

藤
原
顕
盛

白
河
別
当
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）

越
前
、
伯
脅
、
尾
張

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

源
　
顕
通

白
河
別
当
（
『
平
』
4
9
7
5
）

藤
原
駆
詰

白
河
判
官
代
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）
讃
岐
、
備
前
、
越
前
、

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

美
作

藤
原
顕
保

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

土
佐
、
美
濃
、
越
前
、

播
磨

藤
原
顕
輔

白
河
別
当
（
『
平
』
4
9
7
5
）

越
後
、
加
賀
、
美
作
、

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

近
江

藤
原
顕
頼

白
河
別
当
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）

出
雲
、
参
河
、
丹
後
、

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

丹
波

藤
原
顕
隆

白
河
別
当
（
『
平
』
4
9
7
5
）

若
狭
、
近
江

源
　
光
雅

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

源
　
光
宗

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

羽
音

藤
原
光
定

鳥
羽
判
官
代
（
『
兵
』
久
寿
2
・
1
・
1
2
）

藤
原
光
頼

鳥
羽
別
当
（
『
仁
平
』
）

伯
書
、
備
中



藤
原
光
隆

鳥
羽
別
当
（
『
仁
平
』
）

淡
路
、
安
芸
、
出
雲
、

但
馬
、
備
中
、
越
中

藤
原
公
教

白
河
別
当
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

藤
原
公
行

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

藤
原
公
実

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

藤
原
公
宗

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
補
6
5
）

藤
原
公
通

鳥
羽
別
当
（
『
兵
』
久
寿
1
・
7
・
2
9
）

丹
波
、
因
幡

藤
原
公
能

鳥
羽
別
当
（
『
仁
平
』
）

越
中

藤
原
公
隆

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

三
善
広
行

鳥
羽
主
典
代
（
『
兵
』
久
寿
2
・
4
・
1
2
）

伴
　
広
量
＊

白
河
主
典
代
（
『
為
房
』
永
久
2
・
1
1
・

安
房
、
周
防

2
7
）

大
江
康
貞

白
河
判
官
代
（
『
中
』
保
安
1
・
4
・
3
）

大
隅

藤
原
行
憲

白
河
判
官
代
（
『
尊
卑
』
）

藤
原
行
実

白
河
判
官
代
（
『
中
』
嘉
保
1
・
6
・
2
）

淡
路
、
甲
斐
、
武
蔵

大
江
行
重

白
河
主
典
代
（
『
中
』
天
永
3
・
9
・
7
）

河
内
、
隠
岐

鳥
羽
主
典
代
（
『
平
』
2
1
4
5
）

藤
原
行
信

白
河
判
官
代
（
『
中
』
嘉
承
1
・
7
・
2
7
）

藤
原
行
盛
＊

白
河
判
官
代
（
『
世
紀
』
康
和
5
・
6
・

摂
津

9
）

国
元

鳥
羽
主
典
代
（
『
長
』
大
治
4
・
3
・
1
9
）

源
　
国
宗

鳥
羽
判
官
代
（
『
尊
卑
』
）

源
　
国
信

白
河
別
当
（
『
中
』
康
和
5
・
1
・
2
）

大
江
国
通

鳥
羽
主
典
代
（
『
中
』
大
治
5
・
1
・
2
8
）
肥
前

藤
原
国
明

白
河
別
当
（
『
中
』
嘉
保
1
・
6
・
2
）

越
後
、
備
前
、
伊
予

大
江
佐
平

鳥
羽
主
典
代
（
『
兵
』
仁
平
2
・
3
・
1
3
）

肥
前

藤
原
師
季

白
河
院
司
（
『
殿
』
天
永
3
・
2
・
1
2
）

甲
斐

源
師
行

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
4
9
1
）

山
城
、
長
門

源
　
師
時

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

藤
原
師
信

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

備
後
、
丹
後
、
播
磨

源
　
師
忠

白
河
別
当
（
『
中
』
嘉
保
2
・
1
・
2
）

藤
原
師
長

鳥
羽
別
当
（
『
仁
平
』
）

藤
原
師
通

白
河
別
当
（
『
世
紀
』
仁
平
3
・
5
・
2
8
）

源
　
資
賢

白
河
判
官
代
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）
丹
後
、
参
河
、
越
中
、

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
補
6
5
）

備
後
、
上
総

藤
原
資
憲

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
5
0
0
1
）

隠
岐
、
下
野

藤
原
資
隆

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

平
　
時
信
＊

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
2
5
7
5
）

平
　
時
忠

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

藤
原
時
通

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
2
1
4
5
）

因
幡
、
備
後

藤
原
実
際

白
河
別
当
（
『
為
房
』
応
徳
3
・
1
1
・
2
6
）

藤
原
実
義

白
河
判
官
代
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

菅
野
実
兼

鳥
羽
主
典
代
（
『
高
野
行
幸
記
』
天
治

1
・
1
0
・
2
4
）

藤
原
実
光
＊

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
4
9
1
）

近
江

藤
原
実
行

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

藤
原
実
能

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

美
作
、
加
賀

院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領

四
一



四
二

藤
原
実
隆

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

鳥
羽
別
当
（
『
中
』
大
治
2
・
1
0
・
1
6
）

宗
教

鳥
羽
門
司
（
『
兵
』
仁
平
2
・
3
・
8
）

玉
祖
宗
賢

白
河
主
典
代
（
『
殿
』
康
和
4
・
1
・
2
3
）

高
階
宗
章

白
河
判
官
代
（
『
平
』
1
7
1
4
）

筑
前
、
越
中
、
若
狭
、

遠
江
、
加
賀

中
原
宗
政

白
河
主
典
代
（
『
平
』
1
7
1
4
）

伊
豆

藤
原
宗
忠

白
河
別
当
（
『
平
』
4
9
7
5
）

藤
原
宗
通

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

藤
原
宗
輔

鳥
羽
別
当
（
『
兵
』
久
寿
1
・
7
・
2
9
）

藤
原
重
家

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
2
5
3
6
）

周
防
、
筑
前
、
摂
津
、

上
野

源
　
重
資

白
河
別
当
（
『
平
』
4
9
7
5
）

摂
津

藤
原
重
通

白
河
判
官
代
（
『
平
』
4
9
7
5
）

備
中

鳥
羽
別
当
（
『
兵
』
久
寿
1
・
7
・
2
9
）

藤
原
重
方

鳥
羽
判
官
代
（
『
兵
』
久
寿
1
・
7
・
2
9
）

源
俊
雅

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
5
7
5
）

源
　
俊
兼

白
河
判
官
代
（
『
中
』
天
永
3
・
4
・
2
4
）
能
登
、
土
佐

藤
原
俊
憲

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

中
原
俊
弘

白
河
主
典
代
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）

惟
宗
俊
弘

鳥
羽
主
典
代
（
『
兵
』
仁
平
2
・
2
・
2
0
）
大
隅

源
俊
穎

白
河
別
当
（
『
江
記
』
寛
治
7
・
1
0
・
3
）

藤
原
俊
清

白
河
判
官
代
（
『
尊
卑
』
）

藤
原
俊
房

白
河
判
官
代
（
『
尊
卑
』
）

源
　
俊
房

白
河
別
当
（
『
中
』
永
長
1
・
2
・
2
2
）

源
　
俊
明

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

加
賀

助
忠

白
河
主
典
代
（
『
望
薄
』
長
治
1
・
1
・

1
0
）

藤
原
信
通

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

平
　
信
範
＊

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

藤
原
信
輔

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

淡
路
、
若
狭
、
武
蔵
、

因
幡

藤
原
親
賢

白
河
判
官
代
（
『
尊
卑
』
）

佐
渡

平
　
親
範

鳥
羽
判
宮
代
（
『
兵
』
久
寿
1
・
8
・
8
）

樋
口

藤
原
親
隆
＊

鳥
羽
別
当
（
『
仁
平
』
）

上
総
、
信
濃
、
尾
張
、

伊
予

是
兼

鳥
羽
主
典
代
（
『
長
』
保
延
1
・
2
・
2
7
）

藤
原
成
通

白
河
別
当
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

藤
原
成
範

鳥
羽
判
官
代
（
『
公
補
』
仁
安
1
）

遠
江
、
播
磨

藤
原
成
頼

鳥
羽
判
官
代
（
『
兵
』
久
寿
2
・
2
・
2
1
）
周
防
、
阿
波

菅
野
政
行

白
河
主
典
代
（
『
世
紀
』
寛
治
1
・
1
2
・

1
3
）

清
雅

鳥
羽
判
官
代
（
『
中
』
保
延
1
・
1
2
・
2
9
＞

藤
　
清
綱

鳥
羽
判
官
代
（
『
台
』
久
寿
2
・
8
・
1
5
）

平
　
清
盛

鳥
羽
別
当
（
『
仁
平
』
）

肥
後
、
安
芸
、
播
磨

源
　
清
長
＊

白
河
別
当
（
『
中
』
永
長
1
・
8
・
1
9
）

土
佐
、
美
作

藤
原
清
隆

白
河
判
官
代
（
『
中
』
永
久
2
・
8
・
2
）
紀
伊
、
丹
波
、
讃
岐
、
、

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

越
後
、
播
磨
、
伊
予

大
江
盛
家

白
河
主
典
代
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）



高
階
盛
章

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
補
6
6
）

越
前
、
土
佐
、
伊
予
、

尾
張
、
遠
江

藤
原
粗
方

白
河
主
典
代
（
『
長
』
大
治
4
・
8
・
1
6
）
出
羽

鳥
羽
判
官
代
（
『
世
紀
』
久
安
6
・
8
・

8
）

藤
原
知
綱
＊

白
河
判
官
代
（
『
為
房
』
応
徳
3
・
1
1
・

端
書
、
阿
波

2
6
）

知
政

鳥
羽
主
典
代
（
『
兵
』
仁
平
3
・
3
・
1
5
）

藤
原
知
通

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
補
6
5
）

常
陸

藤
原
仲
実

白
河
別
当
（
『
中
』
康
和
4
・
3
・
2
0
）

丹
後
、
備
中

藤
原
忠
雅

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
補
6
5
）

美
濃

藤
原
忠
基

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

藤
原
忠
教

白
河
別
当
（
『
平
』
4
9
7
5
）

美
作
、
尾
張

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

藤
原
忠
実

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
7
・
3
・
2
0
）

藤
原
思
慮

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

忠
成

白
河
主
曲
ハ
代
（
『
白
河
上
皇
春
日
社
御

幸
記
』
）

平
忠
盛

白
河
判
官
代
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）
伯
看
、
越
前
、
備
前
、

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

美
作
、
尾
張
、
播
磨

藤
原
忠
通

白
河
院
司
（
『
中
』
天
永
3
・
3
・
1
8
）

藤
原
忠
能

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

駿
河

藤
原
忠
隆

白
河
判
官
代
（
「
『
平
』
4
9
7
5
）

丹
波
、
但
馬
、
備
中
、

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

伊
予
、
播
磨

藤
原
朝
方

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

淡
路
、
近
江

藤
原
朝
飯
＊

白
河
判
官
代
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）

信
濃

鳥
羽
別
当
（
『
仁
平
』
）

藤
原
長
実

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

因
幡
、
尾
張
、
伊
予
、

鳥
羽
別
当
（
『
長
』
大
治
4
・
7
・
2
6
）

播
磨

藤
原
長
輔

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
補
6
5
）

甲
斐
、
丹
後

藤
原
長
方

鳥
羽
判
官
代
（
『
公
補
』
安
元
2
）

丹
波
、
参
河

藤
原
通
季

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

美
作

大
江
通
景

鳥
羽
・
王
典
代
（
『
中
』
長
承
1
・
1
・
7
）

伊
勢

高
階
通
憲

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
5
0
0
1
）

日
向

大
江
通
嗣

鳥
羽
主
典
代
（
『
世
紀
』
仁
平
1
・
6
・

2
8
）

藤
原
通
俊

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
2
・
1
・
1
9
）

藤
原
貞
憲

鳥
羽
判
官
代
（
『
兵
』
久
寿
1
・
8
・
8
）

飛
騨
、
摂
津

高
階
敦
遠
＊

白
河
判
官
代
（
『
為
房
』
応
徳
3
・
1
1
・

参
河
、
上
野

2
6
）

藤
原
敦
兼

白
河
別
当
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）
若
狭
、
越
後
、
加
賀
、

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

尾
張
、
備
中
、
但
馬

藤
原
敦
宗
＊

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

摂
津
、
丹
波

源
能
面

白
河
別
当
（
『
平
』
1
7
1
4
）

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
1
4
5
）

平
　
範
家

鳥
羽
判
官
代
（
『
平
』
2
3
3
9
）

相
模

藤
原
範
兼

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

佐
渡
、
近
江

中
原
範
兼

鳥
羽
主
典
代
（
『
外
記
補
任
』
）

藤
原
保
実

白
河
別
当
（
『
公
補
』
寛
治
2
）

藤
原
保
成

鳥
羽
判
官
代
〔
『
中
』
大
治
2
・
1
・
1
6
）
美
濃

院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領

一
四
三



一
四
四

七
宗
三
審

一
白
河
主
典
代
（
『
外
記
補
任
』
）

藤
原
輔
明

白
河
判
官
代
（
『
中
』
承
徳
2
・
6
・
1
3
）

淡
路

藤
原
有
業
＊

白
河
判
官
代
（
『
殿
』
天
仁
1
・
1
・
2
9
）
筑
前
、
長
門

源
　
有
賢

白
河
別
当
（
『
中
』
大
治
4
・
7
・
1
5
）

参
河
、
阿
波
、
但
馬

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
3
3
9
）

藤
原
頼
憲

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

相
模
、
紀
伊

源
　
頼
政

白
河
判
官
代
（
『
公
司
』
治
承
2
）

大
江
頼
盛

鳥
羽
主
典
代
（
『
世
紀
』
久
安
4
・
1
・

2
8
）

平
頼
盛

鳥
羽
判
官
代
（
『
仁
平
』
）

常
陸
、
安
芸
、
参
河
、

尾
張

藤
原
職
長

鳥
羽
別
当
（
『
兵
』
久
寿
1
・
7
・
2
9
）

藤
原
頼
方
＊

鳥
羽
判
官
代
（
『
兵
』
仁
平
2
・
2
・
2
0
＞

藤
原
隆
季

鳥
羽
別
当
（
『
平
』
2
4
9
1
）

但
馬
、
讃
岐
、
越
後
、

土
佐

高
階
隆
行

鳥
羽
判
官
代
（
『
兵
』
久
寿
1
・
1
・
7
）

藤
原
隆
時

白
河
別
当
（
『
中
』
寛
治
7
・
1
・
3
）

因
幡
、
但
馬
、
近
江

（
1
）
略
号
は
以
下
の
通
り
。
『
中
』
（
『
中
右
記
』
）
、
『
殿
』
（
『
引
回
』
）
、
『
兵
』

　
（
『
兵
範
記
』
）
、
『
台
』
（
『
詳
記
』
）
、
『
永
』
（
『
永
昌
記
』
）
、
『
長
』
（
『
長
秋
記
』
）
、

　
　
『
平
』
（
『
平
安
遺
文
』
）
、
『
台
別
』
（
『
二
曹
別
記
』
）
、
『
為
房
』
（
『
為
豊
野

　
記
』
）
、
『
地
下
』
（
『
地
下
家
伝
』
）
、
『
世
紀
』
（
『
本
朝
世
紀
』
）
、
『
公
補
』
（
『
公

　
卿
補
任
』
）
、
『
朝
野
』
（
『
朝
野
群
載
』
）
、
『
尊
卑
』
（
『
尊
卑
分
脈
』
）
、
『
仁
平
』

　
（
『
仁
平
御
賀
記
』
）
、
『
摂
関
』
（
『
摂
関
詔
宣
下
類
聚
』
）
、
『
後
二
条
』
（
『
後

　
二
条
師
通
記
』
）
、
『
法
性
寺
』
（
『
法
性
寺
殿
御
記
』
）

（
2
）
＊
は
院
司
と
家
政
職
員
を
兼
ね
る
者
。

（
3
）
本
表
は
、
後
藤
陽
一
「
創
始
期
の
院
政
に
就
て
（
上
）
」
（
『
王
朝
国
家
国

　
政
史
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
、
初
出
は
一
九
四
二
年
）
、

　
柴
田
房
子
「
家
司
受
領
」
（
『
史
窓
』
二
八
、
一
九
七
〇
年
）
、
河
野
房
雄
『
平

　
安
末
期
政
治
史
研
究
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
）
、
高
橋
昌
明
『
清

　
盛
以
前
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
）
、
槙
道
雄
「
院
領
荘
園
関
係
申
請
雑

　
事
の
処
理
形
態
」
（
同
『
院
政
時
代
史
論
集
』
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

　
↓
九
九
三
年
、
初
出
は
一
九
八
四
年
）
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、
当
該
期
の

　
諸
史
料
を
も
と
に
作
成
し
た
。
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表3 万
．
一
フ

C
　
B
　
D
　
A
　
A
　
A
　
E
　
F
　
F
　
E
　
E
　
D
　
F
　
F
　
F
　
F
　
F

轍
齪

5
　
2
　
8
　
6
　
6
　
1
　
6
　
0
　
1
　
1
　
6
　
0
　
8
　
2
　
0
　
3
　
4
3
　
4
　
2
　
5
　
7
　
5
　
1
　
　
　
　
　
1
　
1
　
2

名
国

伊
路
波
岐
予
佐
前
後
前
後
前
後
向
隅
摩
野
馬
紀
淡
　
阿
讃
伊
土
　
筑
筑
豊
豊
　
肥
肥
　
日
　
大
薩
壱
対

沙
一
フ

E
　
B
　
B
　
A
　
B
　
C
　
C
　
F
　
F
　
A
　
A
　
D
　
A
　
D
　
D
　
B
　
D

騰
在

7
　
0
　
3
　
2
　
7
　
8
　
9
　
7
　
7
　
6
　
4
　
7
　
2
　
0
　
5
　
4
　
1
1
　
4
　
4
　
5
　
4
　
3
　
3
　
　
　
　
　
6
　
7
　
2
　
6
　
2
　
2
　
4
　
2

名
国

渡
波
後
馬
幡
看
雲
脚
岐
磨
作
前
中
後
芸
防
門
佐
丹
　
丹
　
但
因
伯
出
　
目
隠
播
美
学
四
隅
安
周
長

カ
ー
フ

D
　
F
　
E
　
A
　
B
　
F
　
E
　
C
　
E
　
E
　
E
　
C
　
A
　
B
　
C
　
D
　
A

鱗
紐

0
　
4
　
2
　
3
　
1
　
2
　
9
　
7
　
2
　
1
　
7
　
4
　
5
　
2
　
3
　
4
　
4
2
　
　
　
1
　
5
　
4
　
　
　
1
　
3
　
1
　
1
　
1
　
3
　
6
　
4
　
3
　
2
　
5

名
国

総
　
総
　
陸
　
江
　
濃
　
騨
　
濃
　
野
　
野
　
奥
　
羽
　
狭
　
前
　
賀
　
登
　
中
　
後
上
　
下
常
近
　
美
飛
信
上
　
下
陸
出
師
越
加
能
越
越

汐
一
フ

F
　
F
　
E
　
D
　
A
　
C
　
F
　
F
　
B
　
D
　
C
　
F
　
D
　
B
　
C
　
C
　
F

靴
紐

2
　
0
　
6
　
5
　
1
　
9
　
7
　
0
　
2
　
6
　
6
　
8
　
0
　
7
　
2
　
2
　
7
　
　
1
　
2
　
5
　
3
　
　
　
　
　
4
　
2
　
3
　
　
　
2
　
4
　
3
　
3

名
園

城
　
和
　
内
　
泉
　
津
賀
勢
　
摩
　
張
　
河
　
江
　
河
　
豆
　
斐
　
模
　
蔵
　
若
侍
大
河
和
摂
伊
伊
志
　
尾
参
四
四
伊
　
甲
相
武
安

表4

期　　間 家司受領 院司受領

①1072－1085年

A1086－1106年

B1107－1128年

C1129－1156年

58

P25

T3

Q4

48

P91

Q75

R43

四
六


